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１．総則 
１－１．要求⽔準書の位置付け 

この事業者提案に関する要求⽔準書（以下「事業者提案施設要求⽔準書」という。）は，国⽴⼤学
法⼈浜松医科⼤学（以下「本学」という。）が実施する「浜松医科⼤学宿舎施設及び事業者提案施設
等事業」（以下「本事業」という。）において，事業者提案施設の整備やＡ駐⾞場南側及びＢ駐⾞場
北側において整備する駐輪場（駐輪場の移設を含む）・バイク置場・植栽帯，耐震性能が劣っている
本学職員宿舎の医⼤宿舎Ｈ棟，Ｉ棟，Ｊ棟，Ｋ棟，ポンプ室及び半⽥⼭宿舎１号棟，２号棟，３号
棟，ポンプ室，受⽔槽の解体並びに半⽥⼭宿舎解体跡地に整備する職員⽤平⾯駐⾞場（以下「事業
者提案施設等整備」という。）に関する設計業務，実施業務，維持管理・運営業務の要求⽔準を⽰し，
本事業の応募に参加する事業者の提案に対して具体的な指針を⽰すものである。 

１－２．事業⽬的 
本学は，キャンパス環境を常に安全で良好な状態に維持・改善していくことが求められており，

本学における職員や外来患者などの利便性や快適性の向上を主な⽬的として，事業者提案施設等整
備によるキャンパス環境の改善及び安全確保を図るとともに，事業者提案施設，Ａ駐⾞場南側及び
Ｂ駐⾞場北側において整備する駐輪場（駐輪場の移設を含む）・バイク置場・植栽帯及び半⽥⼭宿舎
解体跡地の職員⽤平⾯駐⾞場（以下「事業者提案施設等」という。）に係る維持管理・運営業務を実
施するものである。  

これらの業務に関して，⺠間事業者から⾃由な発想による優れた提案を求めるために公募するも
のである。ただし，提案のあった事項について，本学と協議の上，採⽤しない場合がある。  
２．業務全般に関する要求⽔準 
２－１．⼀般事項 

事業者提案施設等整備に係る業務を実施する事業者（以下「事業者提案施設等実施事業者」とい
う。）は，本要求⽔準書に⽰された要求⽔準に沿って次に⽰す事業者提案施設等整備の設計業務，実
施業務及び事業者提案施設等の維持管理・運営業務（以下「本業務」という。）を⾏う。  
１）事業者提案施設等整備の設計業務 

・事前調査及びその関連業務 
・事業者提案施設等及びこれに附帯する設備及び⼯作物に係る計画・設計 
・Ａ駐⾞場南側及びＢ駐⾞場北側において整備する駐輪場（駐輪場の移設を含む）・バイク置場・

植栽帯（以下「付属施設」という。）に係る計画・設計 
・既存医⼤宿舎Ｈ棟・Ｉ棟・Ｊ棟・Ｋ棟・ポンプ室の解体に係る計画・設計 
・既存半⽥⼭宿舎 1 号棟・2 号棟・3 号棟・ポンプ室・受⽔槽の解体，公園遊具の撤去及び職員

⽤平⾯駐⾞場の整備（職員⽤駐⾞場のカーゲート装置（1 か所）等を含む）に係る計画・設計 
・周辺家屋影響調査 
・電波障害調査（電波障害が発⽣した場合の対策を含む） 
・整備⼯事開始までに必要な関連⼿続き（各種申請業務等） 
・その他これらを実施する上で必要な関連業務  

２）事業者提案施設等整備の実施業務 
・医⼤宿舎Ｈ棟・Ｉ棟・Ｊ棟・Ｋ棟・ポンプ室の解体（既存杭はそのまま）及び整地 
・事業者提案施設，付属施設の整備及び周辺の環境整備 
・半⽥⼭宿舎 1 号棟・2 号棟・3 号棟・ポンプ室・受⽔槽の解体（既存杭はそのまま），公園遊具

の撤去及び職員⽤平⾯駐⾞場の整備（職員⽤駐⾞場のカーゲート装置（1 か所）等を含む） 
・⼯事監理業務 
・近隣対応・対策 
・事業者提案施設等の運⽤開始までに必要な関連⼿続き（各種申請業務等） 
・その他これらを実施する上で必要な関連業務  

３）事業者提案施設等の維持管理・運営業務 
・事業者提案施設及び付属施設の維持管理・運営 
・半⽥⼭宿舎解体跡地に整備する職員⽤平⾯駐⾞場（職員⽤駐⾞場のカーゲート装置（1 か所）

等を含む）の維持管理・運営 
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２－２．事業に必要とされる根拠法令等 
 本業務の実施にあたっては，以下の法令等を遵守すること。 
  ・建築基準法 
  ・建設業法 
  ・都市計画法 
  ・景観法 
  ・駐⾞場法 
  ・道路法 
  ・道路交通法 
  ・消防法 
  ・⽔道法，下⽔道法，⽔質汚濁防⽌法 
  ・騒⾳規制法，振動規制法，⼤気汚染防⽌法 
  ・⾼齢者，障害者等の円滑化の促進に関する法律（バリアフリー新法） 
  ・廃棄物の処理及び清掃に関する法律 
  ・建設⼯事に係る資材の再資源化等に関する法律 
  ・建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律 
  ・国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購⼊法） 
  ・財政法 
  ・会計法 
  ・労働安全衛⽣法 
  ・電気事業法 
  ・地⽅⾃治法 
  ・警備業法 
  ・国⽴⼤学法⼈法 
  ・静岡県福祉のまちづくり条例 
  ・静岡県建築構造設計指針 
  ・その他関連法令，条例，関係指針等 
  ・国⽴⼤学法⼈浜松医科⼤学会計規則 
  ・国⽴⼤学法⼈浜松医科⼤学⼯事請負契約等細則 
  ・国⽴⼤学法⼈浜松医科⼤学物品供給契約等細則 

・国⽴⼤学法⼈浜松医科⼤学契約事務取扱規程 
  ・国⽴⼤学法⼈浜松医科⼤学不動産管理規程 
  ・国⽴⼤学法⼈浜松医科⼤学不動産貸付要項 
  ・国⽴⼤学法⼈浜松医科⼤学諸料⾦規程 
  ・国⽴⼤学法⼈浜松医科⼤学外来者及び患者⽤駐⾞場管理規程 
 

２－３．参考基準等 
 業務の実施にあたっては，原則的に次の基準書類の最新版を参考とすること。 
  ・公共建築⼯事標準仕様書（建築⼯事編）（国⼟交通省⼤⾂官房官庁営繕部監修） 
  ・公共建築⼯事標準仕様書（統⼀基準）（電気設備⼯事編）及び同標準図（国⼟交通省⼤⾂官 
   房官庁営繕部監修） 
  ・公共建築⼯事標準仕様書（統⼀基準）（機械設備⼯事編）及び同標準図（国⼟交通省⼤ 
   ⾂官房官庁営繕部監修） 
  ・⽂部科学省建築⼯事標準仕様書 
  ・学校建築構造設計指針・同解説 
  ・⽂部科学省電気設備⼯事標準仕様書（特記基準） 
  ・⽂部科学省電気設備⼯事標準図（特記基準） 
  ・⽂部科学省機械設備⼯事標準仕様書（特記基準） 
  ・⽂部科学省機械設備⼯事標準図（特記基準） 
  ・⽂部科学省⼟⽊⼯事標準仕様書 
  ・建築⼯事監理指針 
  ・電気設備⼯事監理指針 
  ・機械設備⼯事監理指針 
  ・建築⼯事安全施⼯技術指針・同解説 
  ・建設⼯事公衆災害防災対策要綱（建設⼯事編） 
  ・建設副産物適正処理推進要綱 
  ・建築設備設計基準（国⼟交通省官庁営繕部監修） 
  ・建築設備耐震設計・施⼯指針（国⼟交通省監修） 
  ・駐⾞場設計・施⼯指針 同解説（社団法⼈⽇本道路協会） 
  ・昇降機耐震設計・施⼯指針（財団法⼈⽇本建築センター編集） 
  ・官庁施設の総合耐震計画基準 
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  ・静岡県福祉のまちづくり条例施⾏規則 

２－４．敷地条件 
 事業者提案施設等整備を実施する敷地の主な前提条件は以下に⽰すとおりである。 
 
１）敷地概要 

・医⼤宿舎Ｈ棟・Ｉ棟・Ｊ棟・Ｋ棟・ポンプ室の解体整備場所 
静岡県浜松市東区半⽥⼭⼆丁⽬ 6 番地 8 号，9 号，10 号，11 号（本学構内） 

・事業者提案施設及び付属施設整備場所 
静岡県浜松市東区半⽥⼭⼀丁⽬ 20 番地 1 号（本学構内） 

・半⽥⼭宿舎解体跡地に整備する職員⽤平⾯駐⾞場整備場所 
静岡県浜松市東区半⽥⼭⼀丁⽬ 20 番地 11 号，12 号，13 号（本学構内） 

・全体敷地⾯積︓300,615 ㎡ 
・整備計画対象範囲︓別添資料１参照 
・⽤途地域︓第 1 種中⾼層住居専⽤地域，第 2 種中⾼層住居専⽤地域 
・建ペイ率︓70％（⾓地緩和），容積率︓200％ 

 
２）インフラストラクチャー 

＜医⼤宿舎Ｈ棟・Ｉ棟・Ｊ棟・Ｋ棟・ポンプ室の解体＞ 
上⽔道    ︓本管は引込済であり，構内分岐管を撤去すること。 
下⽔道 （汚⽔）︓本管は引込済であり，構内分岐管を撤去すること。 
下⽔道 （⾬⽔）︓本管は引込済であり，構内分岐管を撤去すること。 
電気     ︓幹線は引込済であり，構内引込電線等を撤去すること。  

＜事業者提案施設の整備＞ 
上⽔道    ︓本管は引込済であり，構内分岐管より取出すこと。 

  下⽔道 （汚⽔）︓本管は引込済であり，構内分岐管に接続すること。 
  下⽔道 （⾬⽔）︓本管は引込済であり，構内分岐管に接続すること。 
  電気     ︓幹線は引込済であり，エネルギーセンター電気室より取出すこと。 

※エネルギーセンター電気室配電盤の改修が必要（⼀般電源，発電電源系統
切替器の設置を含む）  

＜半⽥⼭宿舎解体跡地に整備する職員⽤平⾯駐⾞場＞ 
上⽔道    ︓本管は引込済であり，構内分岐管を撤去すること。 
下⽔道 （汚⽔）︓本管は引込済であり，構内分岐管を撤去すること。 
下⽔道 （⾬⽔）︓本管は引込済であり，構内分岐管を撤去すること。 
電気     ︓幹線は引込済であり，構内引込電線等を撤去すること。また，職員⽤平⾯駐

⾞場に設置する外灯には，構内の外灯系統の配線より供給する。 
 

・各設備の取り出し，接続，撤去については，事業者提案施設等実施事業者にて本学各設備担当
者へ確認を⾏うこと。 

・各設備項⽬について，事業者提案施設等実施事業者の使⽤量が把握できるように，計量メータ
ーを設置すること。なお，事業者提案施設で使⽤する設備の電気料⾦は事業者提案施設等実施
事業者の負担とする。 

・ライフラインに関する費⽤（新設・改修・負担⾦等）は，事業者提案施設等実施事業者の負担
とする。 

 
３）既存施設の状況 

既存施設の状況に関しては，【別添資料 3】事業者提案施設計画地現況図，【別添資料 4】職員⽤
平⾯駐⾞場計画地現況図，【別添資料 5】地下埋設位置図（外灯），【別添資料 10】半⽥⼭宿舎 1
号棟・2 号棟・3 号棟設計図等，【別添資料 11】既存配管図（⾬⽔排⽔・⼀般排⽔・市⽔・ガス），
【別添資料 12】既存駐輪場配置図・平⾯図等を参照のこと。 

 
４）地盤状況 
  敷地の地盤状況に関しては，【別添資料 6】Ｂ⽴体駐⾞場地盤調査資料を参照のこと。なお，計

画地における地盤調査は，契約後に事業者提案施設等実施事業者が⾏うものとし，⽀持層及び基
礎構造の選定などは地盤調査資料の読み取り結果に伴う事業者提案施設等実施事業者の判断によ
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る⼀切のリスクは事業者提案施設等実施事業者に帰属する。 

２－５．施設概要 
 ＜事業者提案施設及び付属施設＞ 

・事業内容︓100 円ショップ，カフェ，ファストフード，薬局など（２店舗運営を想定）＋本
学利⽤スペース（会議室など）とする。･･･別添資料３ 

・構造︓鉄筋コンクリート造（壁式含む），重量鉄⾻造⼜は鉄⾻鉄筋コンクリート造とする。 
・規模は，２層以上とする。 

 事業者提案スペース 300 ㎡以上 
 本学利⽤スペース    300 ㎡以上 

  ・整備計画対象範囲︓別添資料１を参照。 
  ・エントランス機能︓２階にエントランススペースを配置する。 
  ・各階間取り︓事業者提案スペースは，2 店舗が運営できる間取りとする。 

本学利⽤スペースは，会議室などのスペースを 3 室確保する。 
         トイレは，各階に設置する。 

防災倉庫を 1 室確保する。 
・ライフライン︓電気，⽔道，汚⽔，雑排⽔，⾬⽔の 5 系統とし，既存設備に接続する。 
・附帯設備︓障がい者対応エレベーターを１台設置する。 

積載能⼒ 750kg（11 ⼈⽤），交流インバーター制御⽅式，45m/min，遠隔監視
装置付，地震管制〈リスタート機能付き〉，⽕災管制，停電時⾃動着床，⾞いす仕
様，⼾開⾛⾏保護装置，フルメンテナンス契約 

・インターネット環境︓無線 LAN 環境を構築する。 
・施設周辺の環境整備及び付属施設の整備を実施する。 

   既存駐輪場は，別添資料 12 を参照 
・設備︓全室にエアコン・換気設備及び照明設備を設置する。 

  ・什器︓本学利⽤スペースの会議室などに会議テーブル・椅⼦及びＡＶ設備を設置する。 
 

＜半⽥⼭宿舎解体跡地に整備する職員⽤平⾯駐⾞場＞ 
・整備駐⾞台数︓半⽥⼭宿舎エリアにおいて 75 台以上の駐⾞スペース増とし，現状の駐⾞台数

が 55 台であるため，総数としては 130 台以上となる。 
  ・構造︓平⾯駐⾞場（アスファルト舗装） 

・整備範囲︓別添資料１参照 
  ・駐⾞スペースの規格 ︓⼀般⾞⽤ 2.5ｍ×5ｍ以上／軽⾃動⾞⽤ 2.3ｍ×4ｍ程度 
  ・駐⾞スペースは，静岡県及び浜松市の関連条例の基準を満たすこと。 
 

＜医⼤宿舎解体 5 棟＞ 
・医⼤宿舎Ｈ棟・Ｉ棟・Ｊ棟・Ｋ棟・ポンプ室の解体（既存杭はそのまま）及び整地を実施す

る。 
・医⼤宿舎Ｈ棟（解体） 

構造︓鉄筋コンクリート造／規模︓地上 5 階建て 延床⾯積︓1,260 ㎡ 
・医⼤宿舎Ｉ棟（解体） 

構造︓鉄筋コンクリート造／規模︓地上 5 階建て 延床⾯積︓478 ㎡ 
・医⼤宿舎Ｊ棟（解体） 

構造︓鉄筋コンクリート造／規模︓地上 5 階建て 延床⾯積︓1,272 ㎡ 
・医⼤宿舎Ｋ棟（解体） 

構造︓鉄筋コンクリート造／規模︓地上 5 階建て 延床⾯積︓1,260 ㎡ 
  ・ポンプ室（解体） 

構造︓鉄筋コンクリート造／規模︓地上 1 階建て 延床⾯積︓12 ㎡ 
（地下受⽔槽 W3000×D9000×H2900）  

・整備範囲︓別添資料１を参照。 
 

＜半⽥⼭宿舎解体 4 棟＞ 
・半⽥⼭宿舎 1 号棟・2 号棟・3 号棟・ポンプ室・受⽔槽の解体（既存杭はそのまま），公園遊

具の撤去及び整地を実施するとともに，職員⽤平⾯駐⾞場の整備（職員⽤駐⾞場のカーゲー
ト装置（1 か所）等を含む）を実施する。 

・半⽥⼭宿舎 1 号棟（解体） 
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構造︓鉄筋コンクリート造／規模︓地上 5 階建て 延床⾯積︓1,108 ㎡ 
 

・半⽥⼭宿舎 2 号棟（解体） 
構造︓鉄筋コンクリート造／規模︓地上 5 階 延床⾯積︓968 ㎡ 

・半⽥⼭宿舎 3 号棟（解体） 
構造︓鉄筋コンクリート造／規模︓地上 5 階 延床⾯積︓956 ㎡ 

・ポンプ室（解体） 
   構造︓鉄筋コンクリート造／規模︓地上 1 階建て 延床⾯積︓10.5 ㎡ 
  ・受⽔槽（解体） 
   FRP 製 1 層式受⽔槽 30ｍ3 コンクリート基礎共 

・半⽥⼭宿舎エリアの給排⽔・都市ガス管及び電気配線は全て撤去し，職員⽤平⾯駐⾞場⽤の
屋外照明設備を設置する。 

・整備範囲︓別添資料１を参照。 
 

３．事業者提案施設等の設計及び整備に関する要求⽔準 
３－１．⼀般要求項⽬ 
１）基本コンセプト 
 ①他施設との連携 
  ・事業者提案施設については，浜松医科⼤学医学部附属病院（以下「本院」という。）やＢ⽴体

駐⾞場等との連携に配慮するとともに，歩⾏者動線及び⾞両動線の円滑で安全な環境が確保
できる施設とすること。 

・半⽥⼭宿舎解体跡地に整備する職員⽤平⾯駐⾞場については，本院前幹線道路やＡ平⾯駐⾞
場等との連携に配慮するとともに，歩⾏者動線及び⾞両動線の円滑で安全な環境が確保でき
る施設とすること。 

  ・医⼤宿舎Ｈ棟・Ｉ棟・Ｊ棟・Ｋ棟・ポンプ室の解体については，建物解体跡地に整備する職
員宿舎及び留学⽣・研修医宿舎の整備（別の個別契約事業）に配慮すること。 

 
 ②安全快適性，バリアフリーへの配慮 
  ・⽕災や⾃然災害に対し，⼗分な安全性が確保できる構造と設備を採⽤する。 

・事業者提案施設等の設備に不具合が⽣じた場合の対処等について明確にし，利⽤者の利便性
の向上と安全性の確保を図ること。 

・ユニバーサルデザインやバリアフリー等に配慮した施設とすること。 
・半⽥⼭宿舎解体跡地に整備する職員⽤平⾯駐⾞場について，満・空⾞情報の提供等を含め，

職員等の利⽤に際して⾞両が滞留しないように駐⾞しやすく動線がわかりやすい駐⾞場とす
ること。 

 
 ③景観への配慮 

・⾃然景観に調和し，周辺環境に配慮した施設とすること。 
・本院敷地外の歩⾏者等から⾒た景観が圧迫感を与えないように配慮すること。 

 
 ④地球環境に配慮した経済的な施設づくり 

・ライフサイクルコスト（LCC）の低減を図るとともに，本事業期間終了後の良好な維持管理・
運営業務に配慮した仕様，⼯法を採⽤すること。 

・事業者提案施設等整備の設計，実施及び維持管理・運営の計画並びに業務の実施においては，
建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律（平成 27 年法律第 53 号）に⽰されたエネ
ルギー使⽤の効率に関する基準を積極的に準拠すること。 

・事業者提案施設等のライフサイクル全体で省エネルギー及び省資源化や国等による環境物品
等の調達の推進等に関する法律（平成 12 年法律第 100 号，いわゆるグリーン購⼊法）に基
づく環境物品等の調達に努めるなど，地球環境保護への配慮を⾏うこと。 

・本学では，温室効果ガス等（国等における温室効果ガス等の排出の削減に配慮した契約の推
進に関する法律第 2 条 1 項）の削減に取り組んでいる。 

 
２）施設の耐⽤期間 

①⻑期使⽤の可能性 
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・⻑期にわたり使⽤可能な耐⽤性を備えた事業者提案施設等の整備を⽬指すこと。また，本事
業期間終了後の事業者提案施設等の継続使⽤を考慮の上，実施業務を⾏うこと。 

②⻑期修繕計画 
・事業者提案施設等の各部位については，合理的な⻑期修繕計画を作成し，それに基づく事業

者提案施設等の設計，材料の選択等を⾏うこと。 
  ・個々の部位，部材，設備等の耐⽤年数については，法定耐⽤年数以上の性能を求める。 
 
３）周辺環境への配慮 

①⼯事中 
・騒⾳，振動，粉塵⾶散，搬出⼊等の⼯事⾞両の交通障害など，周辺環境への影響低減に⼗分

留意すること。また，建設機械等は低騒⾳型・低振動型・排出ガス対策型を使⽤すること。 
 

②事業者提案施設等の供⽤時 
  ・事業者提案施設は，エアコン室外機等による騒⾳，振動など，本学及び周辺環境への影響低

減に⼗分留意し，必要な対策を施すこと。 
・半⽥⼭宿舎解体跡地に整備する職員⽤平⾯駐⾞場について，駐⾞場を利⽤する⾃動⾞等によ

る騒⾳，排出ガス，ヘッドライトの光害など，本学及び周辺環境への影響低減に⼗分留意し，
必要な対策を施すこと。 

 
４）⼟地利⽤に関する基本的要件 
 ①敷地条件 

・敷地の状況を⼗分に把握し，⾃然環境に配慮した計画とすること。 
・現況敷地の⾬⽔等の排⽔機能を損なわないように⼯夫し，周辺施設に対する⾬⽔及び⼟砂流

出などの発⽣がないように配慮すること。 
・既存樹⽊の撤去は必要最⼩限とし，可能な限り保存・移植すること。 

 
 ②出⼊⼝ 
  ・⾞両の出⼊りが円滑に⾏えるように配慮した計画とすること。 
 
５）災害時における対応 

①耐震性の確保 
・⼤規模災害に対して⼗分な安全性能が確保できる構造を採⽤すること。（構造体における耐震

安全性の分類は「Ⅱ類」とする。） 
 

②災害時対応 
  ・事業者提案施設は，災害時対応の物品等を保管する防災倉庫を１室確保し，本学の災害時対

応に協⼒すること。 
・事業者提案施設のセキュリティ設備は，避難活動に対して⽀障にならないようにすること。 

 
３－２．施設整備における基本的要求⽔準 

＜事業者提案施設＞ 
１）配置計画 

・本院正⾯ロータリー東側の敷地（三⾓地帯）に事業者提案施設を新築すること。 
・周囲の学内施設や⾃然との調和に配慮した配置及び階数の計画とすること。 
・事業者提案施設の利⽤者動線は，本院正⾯ロータリー東側とすること。なお，事業者提案施設

のスタッフ動線は，Ｂ⽴体駐⾞場⻄側道路とすること。 
・事業者提案施設の配置及び⾼さは，テレビ電波の障害を⽣じさせない計画とすること。なお，

電波障害が⽣じた場合は，電波障害対策を⾏うこと。 
 
２）平⾯・動線計画 

・100 円ショップ，カフェ，ファストフード，薬局などの２店舗運営を想定するとともに，本学
利⽤スペース（会議室など）を配置するため，事業者提案施設利⽤者と職員等の動線を極⼒区
分し，事業活動しやすく維持管理しやすい平⾯計画とすること。 

・各事業活動スペースのプライバシーに配慮した計画とすること。 
・事業者提案施設利⽤者と職員等が利⽤するにあたって，適切な案内板やサインの設置，わかり

やすい空間構成により，円滑な移動及び利⽤を促すように配慮すること。 
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・荷物の搬出⼊に配慮した動線，出⼊⼝の⼨法や廊下や階段の幅，⾼さを確保すること。 
・共⽤スペースをできるだけ⼩さくし，有効率の⾼い計画とすること。 

３）断⾯計画 
・⾃然光や⾃然通⾵を極⼒確保するとともに，圧迫感のない断⾯構成とすること。 
・メンテナンス等を考慮した設備配管や更新に備えた階⾼設定とすること。 

 
４）内装計画 

・部位の機能に応じ，防塵，防⽔，防⾳，防振，結露防⽌等の対策を適宜⾏うこと。特に，外壁
に⾯する収納，内壁等の結露，断熱対策に⼗分に配慮するとともに，居室等の上下階が屋外で
ある場合やピロティー，ピット，⾮居室の場合の断熱対策に⼗分配慮すること。 

・室の上階が外廊下等の屋外になる場合の防⽔対策，防⾳対策に配慮すること。 
・仕上げ材及び建具については，各室の⽤途，特性及び使⽤頻度等を把握した上で傷がつきにく

く破損しにくい材料やメンテナンスが容易な材料にするなど，最適な組み合わせを使⽤するよ
うに努めるとともに，防⾳対策にも配慮すること。 

・内部仕上げについては，室⽤途の利⽤⽬的に相応しい清潔感のある落ち着いた⾊彩環境の創造
に努めること。 

・室内誘導，フロア案内，他施設へのルート案内など，必要なサインを適切に設置し，安全性及
び利便性を⾼めるとともに，ユニバーサルデザインに配慮すること。 

・事業者提案施設利⽤者の安全⾯に配慮して，必要な場所にバリアフリー対策や転落防⽌等の措
置を講ずること。 

・アスベスト，ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物などの化学物質を含まない材料を使⽤す
るとともに，改修時や解体時における環境負荷低減に配慮すること。 

・軽量床を採⽤する場合の衝撃⾳対策等級は，住宅性能表⽰制度の等級 3 以上とする。 
・軽量壁を採⽤する場合の透過損失等級（界壁）は，住宅性能表⽰制度の等級 2 以上とする。 

 
５）外装計画 

・外観デザイン及び外観の⾊彩については，周辺環境との調和に⼗分配慮したものとすること。 
・外観仕上げ材については，外壁⾯に汚れが付きにくくメンテナンスが容易な材料にするなど，

維持管理に配慮した材料を使⽤すること。 
・景観法及び浜松市景観条例の規定に準拠すること。 

 
６）構造計画 

・関連法令や関係指針等を遵守し，安全性や機能性の確保と経済性に配慮した計画とすること。 
・基礎については，敷地や地盤の状況を⼗分に把握した上で，安全性及び経済性に配慮した計画

を⾏うものとし，災害時の機能維持に必要な対策を講じること。 
・構造形式は，事業期間における⼗分な耐久性を確保するとともに，将来の機能の変化に対応可

能なフレキシビリティ性を確保すること。 
・事業者提案施設は，⼤規模地震後も構造体の⼤きな補修を⾏うことなく使⽤できることを⽬標

とし，⼈命の安全確保に加えて機能確保を図るものとすること。なお，⽂部科学省建築構造設
計指針に従い，構造体の重要度係数は 1.25 とする。 

 
７）防災安全計画 

・設備，構造を含め地震，⾵⽔害，落雷，停電，⽕災等の災害対策を考慮すること。 
・⾮常時の避難安全性に対する性能を確保すること。 
・夜間，休⽇等における不法侵⼊を防⽌するなど，建物の安全確保について配慮すること。 
・災害時備蓄倉庫として，１室確保すること。 

 
８）ユニバーサルデザイン 

・事業者提案施設は，外来患者や職員等の不特定多数が利⽤することから，誰もが利⽤しやすい
ユニバーサルデザインに⼗分配慮すること。 

 
９）設備計画 

①⼀般事項 
・将来的な変化や⻑寿命化等を考慮し，フレキシブル性，耐久性，更新性に配慮した設備計画

とすること。 
・ライフサイクルコストの観点から⻑期間にわたる維持管理コストの低減が図れる設備計画と
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すること。 
・建物周辺及び建築意匠に配慮した設備計画とすること。 
・⾵⽔害，落雷，断⽔，停電，漏電，⽕災及び地震などの災害対策を考慮した設備計画とする

こと。 
・エコケーブル（環境配慮型ケーブル）の採⽤など，環境に配慮した設備計画とすること。 
・関係法令を遵守した設備計画とすること。 
・各種機器や配管ダクト類等は，地震時の転倒防⽌や防震等に配慮し，適切な耐震対策を施す

こと。 
・設備システムについては，エネルギーや資源の有効利⽤の⾯から適切な機器を選定するとと

もに，メンテナンスが容易でシンプルな構造とすること。 
  ・照明計画については，省エネルギー機器の採⽤，安全性，防犯性を考慮すること。 

・設備の設置に伴う既存施設側の設備内容などを改変する必要が⽣じた場合の費⽤は，すべて
実施事業者の負担とする。 

  
②電気設備 

  ア 幹線設備 
・幹線は引込済であり，エネルギーセンター電気室より取出すこと。ただし，エネルギーセン

ター電気室配電盤の改造（⼀般電源，発電電源系統の切替器の設置を含む）が必要になる。 
・電⼒配線は，附属病院棟（外来棟）の地下ピットを経由して事業者提案施設に供給すること。 
・各事業活動スペースにおいてエアコン，換気設備，ＡＶ機器等が同時に使⽤可能できる電気

容量とすること。 
・各事業活動スペース及び共⽤部に電⼒メーターを設置し，それぞれ区分して計量できるよう

にすること。 
 

イ 照明・コンセント設備 
・各事業活動スペース及び共⽤部に照明器具を設置し，共⽤分電盤⼜は各事業活動スペース分

電盤より配線を⾏うこと。 
・照度は，JIS 規格を準拠し必要照度を確保すること。 
・照明器具は，原則として LED を使⽤すること。 
・コンセントはアース極付のものを使⽤し，共⽤分電盤⼜は各事業活動スペース分電盤より配

線を⾏うこと。 
・スイッチ類は，家具等の配置を考慮し⽀障の無い位置に設置すること。 

 
ウ 電話設備 
・各事業活動スペースに電話⽤モジュラコンセントを設置すること。 

 
エ インターネット設備 
・各事業活動スペースに無線ＬＡＮが利⽤できる設備を設置すること。 
・事業者提案施設への配線及び建物内は，光ケーブル⼜は UTP ケーブル（カテゴリ６以上）で

構成すること。 
 

③機械設備 
ア 空調・換気設備 
・オゾン層破壊防⽌や地球温暖化防⽌を考慮した新冷媒を使⽤する空調システムとすること。 
・熱源⽅式は，環境性及び経済性を考慮した電気式個別⽅式とし，運転抑制制御を⾏うこと。 
・建築物における衛⽣的環境の確保に関する法律施⾏令第２条の建築物環境衛⽣管理基準を準

拠するために必要な空調設備及び換気設備を設置すること。 
・空調設備を設置する事業活動スペースには，全熱交換機能付換気扇を設置すること。 
・トイレには，第３種換気設備を設置すること。 

 
イ 衛⽣器具設備 
・衛⽣的で利便性があり，清掃等維持管理の容易性及び節⽔性を⼗分考慮した器具を選択する

こと。 
・トイレは，温⽔洗浄式暖房便座付き洋式便器及び低リップ式⼩便器（男⼦トイレ）を使⽤す

ることとし，想定利⽤⼈数に応じた必要個数を設置すること。 
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・トイレ内にカウンター式⼿洗器，温⾵乾燥機，ＳＫ流しを設置すること。 
 

ウ 給⽔設備 
・本管は引込済であり，構内分岐管より取出すこと。 
・給⽔⽅式は，各末端器具において必要⽔量・⽔圧を確保する⽅式とすること。なお，受⽔槽

等を設置する場合は，受⽔槽の清掃，点検・⽔質検査について本事業の維持管理業務に含む
こと。 

・各事業活動スペース及び共⽤部に⽔道メーターを設置し，それぞれ区分して計量できるよう
にすること。  

⼯ 排⽔設備 
・本管は引込済であり，構内分岐管に接続すること。 
・汚⽔管，雑排⽔管，⾬⽔管は別系統とすること。ただし，汚⽔管と雑排⽔管は屋外で合流す

ること。 
・⾬⽔排⽔は，既存の側溝及び⾬⽔排⽔枡へ均等に排⽔すること。均等とならない場合は，⾬

⽔排⽔枡を必要数設置すること。【別添資料 11】既存配管図（⾬⽔排⽔・⼀般排⽔・市⽔・
ガス）参照  

オ 給湯設備 
・熱源は，電気式⼜は都市ガス式とし，局所式給湯⽅式とすること。  
カ ガス設備（都市ガスを使⽤する場合に限る） 
・ガス設備は，ガス供給会社と協議し構内分岐管より取出すこと。 
・各事業活動スペースに積算ガスメーターを設置し，それぞれ区分して計量できるようにする

こと。 
 

④防災設備 
・建築基準法，消防法に定める防災設備，消防設備を設置し，地震や⽕災発⽣時の⼈命及び設

備の保安を確保すること。 
・各設備，防災関係の⾃動監視は，迅速に対応できるシステムとし，エネルギーセンターの制

御盤と連携すること。 
・消防⽤設備，消防⽔利は，消防法及び関連条例を遵守するほか，所轄消防本部との綿密な協

議に基づき，周辺建物の安全にも⼗分に配慮すること。 
 

⑤セキュリティ設備 
・各扉は，シリンダー錠を基本とし，マスターキー対応が可能なシステムとすること。 
・停電時でも扉の開閉が可能なものとすること。 
・防犯カメラや録画⽤ハードディスクなどのセキュリティ設備を設置し，防犯対策を講じるこ

と。 
 
１０）外構計画 

①建物周辺部 
・⼈の出⼊⼝や機器等の搬出⼊⼝は，出⼊りに⽀障のないように段差の解消に努めること。（バ

リアフリー法対応） 
・消防法等に基づく緊急⾞輌の寄り付き，機器等の搬出⼊，避難時の通路幅等を考慮した⾃動

⾞の動線計画とすること。 
・建物周辺との調和や快適な環境の創造を⽬指し，緑化や修景等の配慮を⾏うこと。 
・舗装は透⽔性の⾼い材料を使⽤するなど，⾬⽔流出抑制に配慮すること。 
・夜間の歩⾏時における防犯等を考慮した外灯を設置すること。 
・外灯は，LED を使⽤し光害に配慮した計画とすること。 

 
②駐⾞場，駐輪場 

・駐⾞場は，既存の本学駐⾞場を活⽤すること。 
・⾞路の整備を⾏う場合について，⾞路部分の路⾯は敷地の景観や環境の保全に配慮した材料

を使⽤すること。また，消防⾃動⾞の進⼊に対応した路盤とすること。 
・歩⾏者と⾃動⾞の動線について，安全⾯に配慮した計画とすること。 
・Ａ駐⾞場南側⼜はＢ駐⾞場北側エリアにおいて本院正⾯ロータリー東側に設置されている駐
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輪場を移設するとともに，駐輪場，バイク置場及び植栽帯を整備すること。また，バイクの
騒⾳，排気ガス，夜間の照明等の配慮を⾏うこと。 

③植栽 
・可能な限り緑化に努め，建物及び周囲との調和，⾃然環境の保護を⼗分考慮するとともに，

メンテナンスに配慮した計画とすること。 
・⽀障樹⽊等の伐採等は必要最⼩限とし，できる限り移植すること。 

 
＜半⽥⼭宿舎解体跡地に整備する職員⽤平⾯駐⾞場＞ 
１）配置計画 

・半⽥⼭宿舎 1 号棟・2 号棟・3 号棟・ポンプ室・受⽔槽を解体（既存杭はそのまま）した後に
職員⽤平⾯駐⾞場を整備すること。 

・半⽥⼭宿舎エリアは，三段の段差がある敷地であり，敷地形状を⼤きく変更することなく職員
⽤平⾯駐⾞場を整備すること。 

・周囲の学内施設や⾃然との調和に配慮した平⾯計画とすること。 
・職員⽤平⾯駐⾞場の利⽤者動線は，Ａ駐⾞場⻄側接続道路とすること。ただし，動線等を考慮

し出⼊⼝を本学と協議の上，変更してもよい。その場合において，変更にかかる費⽤は実施事
業者の負担とする。 

・設備の設置に伴う既存施設側の設備内容などを改変する必要が⽣じた場合の費⽤は，すべて事
業者提案施設等実施事業者の負担とする。 

 
２）平⾯・動線計画 

・職員⽤平⾯駐⾞場の特性を⼗分に理解し，機能性，利便性及び安全性を重視した平⾯計画とす
ること。 

・⾃動⾞動線と利⽤者歩⾏動線の交錯が少なく，安全かつ利⽤効率の良い動線計画とすること。 
・職員⽤平⾯駐⾞場とＡ駐⾞場の⼊出に係る⾃動⾞のスムーズな移動と安全に配慮した計画とす

ること。 
・防犯の観点から職員⽤平⾯駐⾞場内外の⾒通しを良くし，死⾓をなくすように努めること。 
・安全及び防犯の観点から適切な照明計画とすること。 
・仕上げ材ついては，⽤途及び使⽤頻度等を把握した上で傷がつきにくく破損しにくい材料やメ

ンテナンスが容易な材料にするなど，最適な組み合わせを使⽤するように努めるとともに，利
⽤⽬的に相応しい清潔感のある落ち着いた⾊彩環境の創造に努めること。 

・⾞路，駐⾞スペースを含めて全体的に振動及び騒⾳を極⼒抑制するように使⽤する材料等を考
慮すること。 

・道路標⽰，満⾞・空⾞情報，ルート案内など，必要なサインを適切に設置し，安全性及び利便
性を⾼めるとともに，ユニバーサルデザインに配慮すること。 

・アスベスト，ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物などの化学物質を含まない材料を使⽤す
るとともに，改修時や解体時における環境負荷低減に配慮すること。 

・利⽤者の安全⾯に配慮して，必要な箇所に転落防⽌等の措置を講ずること。 
 
３）駐⾞スペース 

・職員⽤平⾯駐⾞場を整備することによる駐⾞台数は，半⽥⼭宿舎エリアにおいて 130 台以上と
し，純駐⾞スペース増数は 75 台以上とすること。 

・駐⾞スペースの⼤きさは，原則的に普通乗⽤⾞⽤として有効で幅員 2.5ｍ×⻑さ 5.0ｍ以上とす
ること。ただし，⼀部敷地的な制限があるところは軽⾃動⾞⽤として 2.3ｍ×4ｍ程度の駐⾞ス
ペースとしてもよい。 

 
４）⾞路 

・⾞路の幅員及び勾配は駐⾞場法に準じるものとし，安全に⾛⾏でき，かつ無理なく駐⾞できる
⼨法とすること。 

・原則として，⼀⽅通⾏とすることが望ましいが，やむを得ない場合は相互通⾏の部分を極⼒短
くすること。 

 
５）⾃動⾞出⼊⼝ 

・既存の半⽥⼭宿舎接続道路（Ａ駐⾞場⻄側）を出⼊⼝として利⽤でき，職員⽤駐⾞場のカーゲ
ート装置（1 か所）等を整備すること。ただし，動線等を考慮し出⼊⼝を本学と協議の上，変
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更してもよい。その場合において，変更にかかる費⽤は事業者提案施設等実施事業者の負担と
する。 

・⼊場待ち⾃動⾞の滞留による周辺交通への影響をできる限り⼩さくするように計画すること。 
・スロープ部を設ける場合には，滑りにくい材料で仕上げること。  

６）歩⾏者通路・出⼊⼝ 
・歩⾏者通路は⾃動⾞動線との交錯を極⼒少なくし，安全で円滑な歩⾏者動線を確保すること。 
・歩⾏者の安全な誘導に配慮し，適切な案内サイン等を設置すること。 
・出⼊⼝は，⾼齢者や⾝障者等を含むすべての⼈に対するバリアフリー化に努めること。   

７）既存施設との関係 
・計画地には提供図⾯【別添資料５】地下埋設物位置図（外灯），【別添資料 10】半⽥⼭宿舎 1 号

棟・2 号棟・3 号棟設計図等，【別添資料 11】既存配管図（⾬⽔排⽔・⼀般排⽔・市⽔・ガス）
に⽰す地下埋設物や排⽔管が存在することから，それらに⽀障をきたさない施設整備を基本と
すること。 

・地下埋設物の移設等が⽣じた場合は，⼀時的な機能停⽌が⽣じない範囲において代替施設を確
保した上で移設を⾏うこと。また，移設⼯事，その他関連する⼯事の費⽤はすべて事業者提案
施設等実施事業者の負担とする。  

８）設備計画 
・将来的な変化や⻑寿命化等を考慮し，フレキシブル性，耐久性，更新性に配慮した設備計画と

すること。 
・ライフサイクルコストの観点から⻑期間にわたる維持管理コストの低減が図れる設備計画とす

ること。 
・周辺環境に配慮した設備計画とすること。 
・⾵⽔害，落雷，断⽔，停電，漏電，⽕災及び地震などの災害対策を考慮した設備計画とするこ

と。 
・エコケーブル（環境配慮型ケーブル）の採⽤など，環境に配慮した設備計画とすること。 
・関係法令を遵守した設備計画とすること。 
・各種機器や配管類等は，地震時の転倒防⽌や防震等に配慮し，適切な耐震対策を施すこと。 
・設備システムについては，エネルギーや資源の有効利⽤の⾯から適切な機器を選定するととも

に，メンテナンスが容易でシンプルな構造とすること。 
・照明計画については，省エネルギー機器の採⽤，安全性，防犯性を考慮すること。 
・設備の設置に伴う既存施設側の設備内容などを改変する必要が⽣じた場合の費⽤は，すべて実

施事業者の負担とする。 
・⾬⽔排⽔は既存の側溝及び⾬⽔排⽔枡に均等に排⽔するものとし，均等とならない場合は⾬⽔

排⽔枡を必要数設置すること。【別添資料 11】既存配管図（⾬⽔排⽔・⼀般排⽔・市⽔・ガス）
参照 

・設備の設置に伴う既存施設側の設備内容などを改変する必要が⽣じた場合の費⽤はすべて事業
者提案施設等実施事業者の負担とする。  

３－３．設計に関する要求事項 
１）設計業務 

・本学と協議の上で業務に必要な調査を⾏い，関連法令に基づいて業務を遂⾏すること。 
・設計業務の詳細及び当該⼯事の範囲について，本学と⼗分な打合わせを⾏うことにより業務の

⽬的を達成すること。 
・設計業務の進捗状況に応じて，業務の区分ごとに本学へ設計図書等を提出するなど，中間報告

を実施し，⼗分な打合わせを⾏うこと。 
・設計図書の表記⽅法については，本学と協議すること。  

２）設計業務期間 
・設計業務の期間は，事業の全体スケジュールに整合させ，実施事業者が計画すること。具体的

な設計期間については，事業者提案施設等実施事業者の提案に基づき個別事業契約書において
定める。  

３）⼿続き書類の提出 
・事業者提案施設等実施事業者が業務に着⼿するときは，設計業務着⼿届，主任技術者届，担当・
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協⼒技術者届の書類を提出して本学の承諾を受けること。 
・業務が完了したときは，設計業務完了届を提出すること。 

４）報告及び設計図書の提出 
・事業者提案施設等実施事業者は，業務の遂⾏に必要と考える調査を⾏い，設計を進めるにあた

っての⼯程表，実施体制等を記載した設計計画書を本学に提出すること。 
・事業者提案施設等実施事業者は，定期的に本学に対する設計業務の進捗状況を説明すること。 
・基本設計及び実施設計の完了時に設計図書等を本学に提出し，その内容について確認を受ける

こと。 
・建築基準法に基づく適合証明書交付申請及び計画通知申請を⾏う際には，申請前に本学に事前

説明を⾏い，確認取得時には本学にその旨の報告を⾏うこと。 
 
５）設計図書 

・設計業務における事業者提案施設等実施事業者が提出する書類・図⾯等を次に⽰す。なお，次
の図書は事業者提案施設等実施事業者の提案内容によっては必要のないものも含まれる。 

 
＜事業者提案施設＞ 
〇基本設計図書  
・基本設計説明書 
・基本図（配置図，平⾯図，⽴⾯図，断⾯図，⾯積表，仕上表） 
・官公庁打合わせ録 
・近隣対策検討書（必要な電波障害机上検討，⽇影図等） 
・その他必要図⾯ 

 
〇実施設計図書 
・設計書類︓構造計算書，設備計算書，⾬⽔排⽔流量計算書，地盤調査報告書，官公庁打合せ録 
・⼯事内訳書︓⼯種毎数量計算表 
・図⾯（建築等） 

特記仕様書，図⾯リスト，案内図，⾯積表，配置図，仕上表，平⾯図，伏図，⽴⾯図，断⾯図，
矩計図，各部詳細図，展開図，建具表，サイン計画図，⽇影図，外構図，⼯程図，その他必要
図⾯ 

・図⾯（構造） 
特記仕様書，図⾯リスト，標準図，⼟質柱状図，各階伏図，軸組図，杭リスト，基礎リスト，
梁リスト，⼩梁リスト，壁リスト，スラブリスト，継⼿リスト，各部詳細図，その他必要図⾯ 

・図⾯（電気） 
特記仕様書，図⾯リスト，屋外配線図，単線結線図及び平⾯図，電灯・電⼒・弱電幹線系統図，
盤結線図，電灯・コンセント平⾯図，照明器具表（⼜は姿図），動⼒・弱電平⾯図，⽕災報知，
防災関係図，⼊退室管理・防犯カメラ関係図，避雷針，その他必要図⾯ 

・図⾯（空調） 
特記仕様書，図⾯リスト，屋外配管図，機器明細表，配管系統図，ダクト系統図，機械室平⾯
図・断⾯図，各階配管平⾯図，各階ダクト平⾯図，換気設備平⾯図，排煙設備関係図，部分詳
細図，機器詳細参考図（特注品），⾃動監視系統図，監視回路図，監視機器表，その他必要図⾯ 

・図⾯（給排⽔衛⽣） 
特記仕様書，屋外配管図，機器及び器具表，配管系統図，各階配管平⾯図，詳細図（便所等），
屋外設備図，その他必要図⾯ 

・図⾯（消⽕設備） 
特記仕様書，消⽕設備系統図，消⽕設備平⾯図，その他必要図⾯ 

・図⾯（昇降機） 
特記仕様書，昇降路平⾯図，昇降路断⾯図，その他必要図⾯ 

・備品リスト  
⼯事に伴う備品リスト（消⽕器等も含む） 

・計画通知書，許可申請書その他必要な申請書類 
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＜半⽥⼭宿舎解体跡地に整備する職員⽤平⾯駐⾞場＞ 
〇基本設計図書  
・基本設計説明書 
・基本図（配置図，平⾯図，断⾯図，⾯積表，仕上表） 
・官公庁打合わせ録 
・近隣対策検討書（必要な電波障害机上検討等） 
・その他必要図⾯ 

 
〇実施設計図書 
・設計書類︓構造計算書，設備計算書，⾬⽔排⽔流量計算書，地盤調査報告書，官公庁打合せ録 
・⼯事内訳書︓⼯種毎数量計算表 
・図⾯（⼟⽊等） 

特記仕様書，図⾯リスト，案内図，⾯積表，配置図，駐⾞場平⾯図，各部詳細図，サイン計画
図，⼯程図，その他必要図⾯ 

・図⾯（電気） 
特記仕様書，図⾯リスト，屋外配線図，単線結線図，電灯・電⼒・弱電幹線系統図，盤結線図，
照明器具表（または姿図），避雷針，その他必要図⾯ 

・図⾯（給排⽔衛⽣） 
特記仕様書，屋外配管図，配管系統図，その他必要図⾯ 

・図⾯（駐⾞管制） 
特記仕様書，駐⾞管制平⾯図，管制系統図，ゲート機・満空表⽰・防犯カメラ等各詳細図，そ
の他必要図⾯ 

・備品リスト  
⼯事に伴う備品リスト（消⽕器等も含む） 

・計画通知書，許可申請書その他必要な申請書類 
 
 

＜医⼤宿舎Ｈ棟，Ｉ棟，Ｊ棟，Ｋ棟，ポンプ室解体＞ 
〇基本設計図書  
・基本設計説明書 
・基本撤去図（配置図，平⾯図，⽴⾯図，断⾯図，⾯積表，仕上表） 
・官公庁打合わせ録 
・近隣対策検討書 
・その他必要図⾯ 

 
〇実施設計図書 
・設計書類︓構造計算書，設備計算書，⾬⽔排⽔流量計算書，地盤調査報告書，官公庁打合せ録 
・⼯事内訳書︓⼯種毎数量計算表（建築数量積算基準解説（建築積算研究会）） 
・図⾯（建築等） 

特記仕様書，図⾯リスト，案内図，⾯積表，配置図，仕上表，平⾯図，伏図，⽴⾯図，断⾯図，
矩計図，各部詳細図，展開図，建具表，外構図，⼯程図，その他必要図⾯ 

・図⾯（構造） 
特記仕様書，図⾯リスト，標準図，⼟質柱状図，各階伏図，軸組図，杭リスト，基礎リスト，
梁リスト，⼩梁リスト，壁リスト，スラブリスト，継⼿リスト，各部詳細図，その他必要図⾯ 

・図⾯（電気） 
特記仕様書，図⾯リスト，屋外配線図，単線結線図及び平⾯図，電灯・電⼒・弱電幹線系統図，
盤結線図，電灯・コンセント平⾯図，照明器具表（または姿図），動⼒・弱電平⾯図，⽕災報知，
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防災関係図，避雷針，その他必要図⾯ 
 

・図⾯（給排⽔衛⽣） 
特記仕様書，屋外配管図，機器及び器具表，配管系統図，各階配管平⾯図，詳細図（便所等），
屋外設備図，その他必要図⾯ 

・図⾯（消⽕設備） 
特記仕様書，消⽕設備平⾯図，その他必要図⾯ 

・計画通知書，許可申請書その他必要な申請書類 
 

＜半⽥⼭宿舎 1 号棟，2 号棟，3 号棟，ポンプ室，受⽔槽，公園遊具解体＞ 
〇基本設計図書  
・基本設計説明書 
・基本図（配置図，平⾯図，⽴⾯図，断⾯図，⾯積表，仕上表） 
・官公庁打合わせ録 
・近隣対策検討書 
・その他必要図⾯ 

 
〇実施設計図書 
・設計書類︓構造計算書，設備計算書，⾬⽔排⽔流量計算書，地盤調査報告書，官公庁打合せ録 
・⼯事内訳書︓⼯種毎数量計算表（建築数量積算基準解説（建築積算研究会）） 
・図⾯（建築等） 

特記仕様書，図⾯リスト，案内図，⾯積表，配置図，仕上表，平⾯図，伏図，⽴⾯図，断⾯図，
矩計図，各部詳細図，展開図，建具表，サイン計画図，外構図，⼯程図，その他必要図⾯ 

・図⾯（構造） 
特記仕様書，図⾯リスト，標準図，⼟質柱状図，各階伏図，軸組図，杭リスト，基礎リスト，
梁リスト，⼩梁リスト，壁リスト，スラブリスト，継⼿リスト，各部詳細図，その他必要図⾯ 

・図⾯（電気） 
特記仕様書，図⾯リスト，屋外配線図，単線結線図及び平⾯図，電灯・電⼒・弱電幹線系統図，
盤結線図，電灯・コンセント平⾯図，照明器具表（または姿図），動⼒・弱電平⾯図，⽕災報知，
防災関係図，避雷針，その他必要図⾯ 

・図⾯（給排⽔衛⽣） 
特記仕様書，屋外配管図，機器及び器具表，配管系統図，各階配管平⾯図，詳細図（便所等），
屋外設備図，その他必要図⾯ 

・図⾯（消⽕設備） 
特記仕様書，消⽕設備平⾯図，その他必要図⾯ 

・備品リスト  
⼯事に伴う備品リスト（消⽕器等も含む） 

・計画通知書，許可申請書その他必要な申請書類 
 

３－４．実施業務に関する要求事項 
１）実施業務範囲 

・事業者提案施設等実施事業者は，提案した内容に基づき，事業者提案施設等整備の⼯事及び⼯
事監理を⾏うこと。 

 
２）実施業務期間 

・実施業務の期間は，本事業の全体スケジュールに整合させ，事業者提案施設等実施事業者が計
画すること。具体的な実施業務期間については，実施事業者の提案に基づき個別事業契約書に
おいて定める。 

・事業者提案施設等の運⽤開始予定⽇は以下のとおりとする。ただし，建築確認審査期間により
変更となった場合は，随時本学と協議を⾏うものとする。 
 事業者提案施設︓2020 年 4 ⽉ 
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 半⽥⼭宿舎解体跡地に整備する職員⽤平⾯駐⾞場︓2021 年 1 ⽉ 
 
３）業務の実施 
 ①安全対策 

・実施業務中は，現場内の事故等災害発⽣の防⽌に⼗分留意するとともに，周辺の安全を確保
するため，現場周囲に仮囲いを設けて，万全の対策を⾏うこと。 

・⼯事⾞両の通⾏については，あらかじめ周辺道路の状況を把握した上で事前に道路管理者，
警察等と打合せを⾏い，運転速度，誘導員の配置，⼯事案内看板の設置，道路の清掃など，
⼗分な配慮を⾏うこと。 

  ・本学構内の利⽤者，外来患者，本学職員，近隣住⺠，⼯事関係者の安全確保に⼗分配慮する
こと。 

 
②環境対策 

・騒⾳，振動，悪臭，粉塵，地盤沈下など，周辺環境に及ぼす影響について，⼗分な予測と状
況把握を⾏い，対策を⾏うこと。 

  ・周辺地域への悪影響が発⽣した場合は，事業者提案施設等実施事業者の責において処理する
こと。 

 
③既存環境の保護 

・隣接する施設や道路など，本学の既存環境に損傷を与えないように注意し，⼯事期間中に汚
損，破損等が発⽣した場合の補修及び補償は，事業者提案施設等実施事業者の負担において
⾏うこと。 

  ・⼯事に際しては，敷地内の法⾯や既存樹⽊の保護に努めること。 
 

④住⺠対応 
・⼯事に先⽴ち周辺影響調査を⾏い，⼯事の円滑な進⾏と安全を確保すること。 
・⼯事中は周辺の地域住⺠その他からの苦情が発⽣しないように注意するとともに，発⽣した

苦情その他については，事業者提案施設等実施事業者を窓⼝として，⼯程に⽀障をきたさな
いように対応を⾏うこと。 

 
⑤⼯事監理業務 

・⼯事監理は，建築基準法及び建築⼠法に規定する建築⼠により⾏うこととし，関連法令に基
づいて，業務を遂⾏すること。 

・業務の詳細及び当該⼯事の範囲については，本学担当者と⼗分な打合せをして業務の⽬的を
達成すること。 

・業務の進捗状況に応じて，業務の区分ごとに本学へ⼯事監理業務内容を適切に報告し，⼗分
な打合せを⾏うこと。 

・事業者提案施設等実施事業者は，整備⼯事着⼿前に⼯事監理計画書，⼯事監理体制，⼯事監
理者選任届，⼯事監理業務着⼿届を本学に提出して承諾を得ること。 

・監理技術者は，専任で配置すること。 
・⼯事監理を委託する場合は「⺠間（旧四会）連合協定・建築監理業務委託契約約款」による

こととし，その業務内容は「⺠間（旧四会）連合協定・建築監理業務委託書」に⽰された業
務とすること。 

・⼯事監理受注者は，作成した⽉報及び監理報告書を翌⽉に事業者提案施設等実施事業者へ提
出すること。事業者提案施設等実施事業者は，⽉報及び監理報告書について本学の確認を受
けること。 

 
⑥施⼯監理 

・各種関連法令及び⼯事の安全等に関する指針等を遵守し，設計図書及び施⼯計画に従って⼯
事を実施すること。 

・⼯程については，無理のない合理的な施⼯計画に基づき，要求性能が確実に確保されるよう
に監理すること。 

・整備⼯事着⼿前に詳細⼯程表を含む施⼯計画書を作成し，本学の承諾を得ること。本学担当
者が必要と認める場合は，事業者提案施設等実施事業者に対して計画の修正を要求すること
ができる。 
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・事業者提案施設等実施事業者は，本学に対して定期的に⼯事監理状況の報告を⾏うこと。ま
た，本学から要請がある場合は施⼯の事前説明及び事後報告を⾏うこと。 

・本学は必要に応じて現場状況及び施⼯の進捗確認を⾏うこととし，事業者提案施設等実施事
業者は本学から施⼯状況について説明を求められたときは速やかに対応すること。 

・事業計画地の周辺等において，本学が別途発注する施⼯上密接に関連する⼯事等がある場合
は，⼯程等の調整を⼗分に⾏い，⼯事全体について円滑な施⼯に努めるとともに，可能な範
囲で協⼒をすること。 

・⼯事⽤の電⼒，電話，給⽔及び排⽔は，実施事業者において⼿続きの上設置し，その設置費
⽤及び使⽤料は事業者提案施設等実施事業者の負担とする。 

・整備完成時には，施⼯記録に関する書類を作成して本学に提出すること。 
 

⑦シックハウス調査 
・事業者提案施設等実施事業者は，本建物の完成後速やかに，ホルムアルデヒド及び揮発性有

機化合物の室内濃度を測定し，厚⽣労働省が定める指針値以下であることを確認し報告する
こと。 

・測定値が厚⽣労働省の定める指針値を上回った場合は，本学に通知し，速やかに是正措置を
講じること。 

 
⑧廃棄物の処理及び再利⽤について 

・⼯事により発⽣した廃棄物等については，適⽤法令等を遵守し適切に処理，処分すること。 
・建設発⽣⼟の処分については，法令等に定められた⽅法により適切に処理，処分すること。 
・⼯事により発⽣する廃材等の再⽣可能なものについては，積極的に再利⽤を図ること。 

 
⑨その他 

・本事業は，地球環境への配慮を重視することから可能な範囲内でリサイクル材や⾃然素材の
使⽤に努めること。 

・直近の計画通知⽤書類等については，貸与することができる。 
・整備⼯事が完了した後，次の完成図書を本学に提出すること。また，すべてのデータをＣＤ

等に保存して提出すること。 
 完成図（原図︓1 部，仮製本︓8 部，製本 8 部） 
 施⼯図（原図︓1 部，仮製本︓8 部，製本 8 部） 
 機器完成図（8 部） 
 試験成績書（8 部） 
 各種届出書等（8 部） 

 

４．維持管理及び運営業務に関する要求⽔準 
４－１．⽬的 

事業者提案施設等実施事業者は，事業者提案施設等が本要求⽔準書に定められた所要の性能及び
機能を維持し，利⽤者が安全かつ快適に利⽤できるように必要な維持管理・運営業務を⾏うものと
する。なお，業務の対象は以下のとおりとし，事業者提案施設等実施事業者の負担とする。 
 
【本業務の対象】 

・事業者提案施設の維持管理・運営業務 
・半⽥⼭宿舎解体跡地に整備する職員⽤平⾯駐⾞場（駐⾞場の出⼊り⼝に設置するカーゲートを

含む）の維持管理・運営業務 
 

４－２．要求⽔準 
１）利⽤形態 
 ・事業者提案施設は，事業者提案施設等実施事業者の提案による。 
 ・半⽥⼭宿舎解体跡地に整備する職員⽤平⾯駐⾞場の利⽤は，24 時間 365 ⽇とする。 
 
２）維持管理業務 
 ＜事業者提案施設＞ 

・事業者提案施設に関する防⽔補修及び更新を⾏うこと。 
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・事業者提案施設に関するメンテナンス・保守・修繕を⾏うこと。 
・事業者提案施設に関するエレベーター保守を⾏うこと。 
・事業者提案施設に関する計画的な設備等の更新・改修を⾏うこと。 
・事業者提案施設周辺の環境管理を⾏うこと。 
・事業者提案施設に関する⽇常清掃や定期清掃を⾏うこと。 

 
＜半⽥⼭宿舎解体跡地に整備する職員⽤平⾯駐⾞場＞ 
・平⾯駐⾞場に関するアスファルト舗装補修・更新を⾏うこと。 
・平⾯駐⾞場に関するメンテナンス・保守・修繕（⽩線含む）を⾏うこと。 
・平⾯駐⾞場に関するゲート機器のメンテナンス・補修・更新を⾏うこと。 
・平⾯駐⾞場に関するゲートバー折損対応を速やかに⾏うこと。 
・平⾯駐⾞場に関する管理機器の点検・補修を⾏うこと。 
・平⾯駐⾞場の清掃業務を⾏うこと。 

 
３）運営業務 
 ＜事業者提案施設＞ 

・事業者提案施設に関するトラブル対応（例︓機器の故障対応）を速やかに⾏うこと。 
・事業者提案施設に関する使⽤電⼒量などの検針を⾏い，本学へ報告すること。 
・災害発⽣時における本学の災害対応（備蓄品の確保を含む）に協⼒すること。 
・事業者提案施設に関する利⽤料等に関する業務を⾏うこと。 
・事業者提案施設に関する⼊退室管理を⾏うこと。 
・事業者提案施設に関する鍵管理を⾏うこと。 
・事業者提案施設に関する緊急及び不測事態の対応を⾏うこと。 

 
＜半⽥⼭宿舎解体跡地に整備する職員⽤平⾯駐⾞場＞ 
・平⾯駐⾞場に関するトラブル対応（例︓機器の故障対応）を速やかに⾏うこと。 
・平⾯駐⾞場に関する交通事故対応を⾏うこと。 
・平⾯駐⾞場に関する⾞両盗難等の対応を⾏うこと。 
・平⾯駐⾞場に関する緊急及び不測事態の対応を⾏うこと。 

 
４）業務計画書 

・維持管理・運営業務を実施する前に業務計画書を作成し本学の承諾を得ること。 
 

４－３．本学への事業者提案施設等の引き渡し 
事業者提案施設等実施事業者は，下記に⽰す時期に事業者提案施設等を無償で本学へ引き渡すこ

と。事業者提案施設等については，本学が引き続き運営することを前提として，通常使⽤に⽀障の
ない状態にて引渡すこととする。 
 事業者提案施設︓本事業終了後速やかに 
 半⽥⼭宿舎解体跡地に整備する職員⽤平⾯駐⾞場︓本事業終了後速やかに 

 
 本事業完了後の事業提案施設等に関する維持管理・運営については，事業者提案施設等実施事業
者と協議するものとする。 


